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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

４

散策マップ「SLOW TR IP」
商 議 所 と 豊 臣 博 事 務 局

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
を
大
い
に
語
る

オ
オ
ワ
シ　

フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

「
山
本
山
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

で
知
ら
れ
る
オ
オ
ワ
シ
の
フ
ァ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
３
月
22
日
、
長

浜
市
湖
北
町
今
西
の
湖
北
野
鳥
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
熱
烈
な
オ

オ
ワ
シ
フ
ァ
ン
２
人
が
そ
の
魅
力

や
越
冬
の
様
子
な
ど
を
発
表
し
た
。

　

山
本
山
オ
オ
ワ
シ
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
主
宰
の
杉
山
淳
さ
ん
（
62
）
は

オ
オ
ワ
シ
の
魅
力
を
ユ
ー
モ
ア
い

っ
ぱ
い
に
語
っ
た
。
来
場
者
に
も

魅
力
を
問
う
と
、
「
圧
倒
的
な
オ

レ
ン
ジ
色
の
く
ち
ば
し
」
「
鳴
き

声
が
か
わ
い
い
」
「
背
中
が
好
き
」

な
ど
、
次
々
に
声
が
挙
が
っ
た
。

　

連
日
撮
影
に
訪
れ
た
青
山
暢
之

さ
ん
（
62
）
は
オ
オ
ワ
シ
の
行
動

を
分
析
し
、
狩
り
の
多
く
は
午
前

９
時
〜
正
午
だ
っ
た
な
ど
と
解
説

し
た
。
ま
た
、
今
季
は
オ
オ
ワ
シ

が
北
帰
す
る
際
、
フ
ァ
ン
が
見
送

る
位
置
と
反
対
方
向
に
飛
び
立
っ

た
た
め
、
「
さ
よ
な
ら
も
言
え
ず
、

本
当
に
寂
し
か
っ
た
」
と
述
懐
。

「
オ
オ
ワ
シ
が
自
然
を
見
る
喜
び

や
生
命
の
力
強
さ
を
教
え
て
く
れ

た
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

放
流
ウ
ナ
ギ
　
琵
琶
湖
で
ス
ク
ス
ク

県

立

大

な

ど

論

文

発

表

ひこにゃんウイスキー再び
長濱蒸溜所「アマハニャン」

　

県
立
大
（
彦
根
市
八
坂
町
）
と

県
水
産
試
験
場
、
近
畿
大
の
研
究

グ
ル
ー
プ
は
琵
琶
湖
に
養
殖
ウ
ナ

ギ
を
放
流
す
る
と
よ
く
育
つ
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
関
連
論
文
が

３
月
、
日
本
水
産
学
会
の
国
際
誌

　
　

の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
に
掲
載
さ

　
　

れ
た
。

　
　
　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
琵
琶
湖

　
　

に
放
流
す
る
前
の
養
殖
ウ
ナ

　
　

ギ
と
、
琵
琶
湖
で
漁
獲
さ
れ

　
　

た
ウ
ナ
ギ
を
調
べ
た
＝
写
真
、

　
　
県
立
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
。

　
　

そ
の
結
果
、
前
者
の
多
く
は

　
　

雌
雄
決
定
前
の
成
長
段
階

　
　

（
30
㌢
未
満
）
で
、
大
き
な

　
　

個
体
は
お
お
む
ね
オ
ス
だ
っ

「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
（
ア
マ
ハ

ガ
ン
）」の
関
連
商
品
だ
。
第
１
弾

で
好
評
だ
っ
た
桜
樽
の
華
や
か
な

香
り
に
、
シ
ェ
リ
ー
樽
由
来
の
濃

密
な
甘
み
を
融
合
さ
せ
た
。
容
量

２
０
０
㍉
㍑
で
２
０
０
０
円
（
税

別
）
。
県
内
土
産
店
、
長
浜
浪
漫

ビ
ー
ル
店
頭
な
ど
で
入
手
で
き
る
。

　

同
蒸
溜
所
は
「
柔
ら
か
く
甘
い

桜
の
香
り
と
、
シ
ェ
リ
ー
樽
由
来

の
ラ
ム
レ
ー
ズ
ン
や
黒
蜜
、
熟
し

た
イ
チ
ジ
ク
を
思
わ
せ
る
濃
密
な

甘
い
香
り
が
広
が
り
ま
す
。
口
当

た
り
は
優
し
く
な
め
ら
か
。
桜
餅

を
思
わ
せ
る
和
菓
子
の
ア
ク
セ
ン

ト
に
、
三
色
団
子
を
ほ
お
ば
っ
た

後
の
よ
う
な
穏
や
か
で
優
し
い
余

韻
が
長
く
続
き
ま
す
」
と
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
。【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

　

彦
根
市
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
を
あ
し
ら
っ
た

ウ
イ
ス
キ
ー
の
第
２
弾
が
登
場
し

た
。
名
付
け
て
「
ア
マ
ハ
ニ
ャ
ン

　

シ
ェ
リ
ー
＆
桜
カ
ス
ク
ブ
レ
ン

ド
」
＝
写
真
。
長
濱
蒸
溜
所
（
長

浜
市
）
を
代
表
す
る
ウ
イ
ス
キ
ー

大勢の愛鳥家が集まったオオワシファンミーティング

た
。
一
方
、
後
者
は
主
に
40
〜
80

㌢
で
、
す
べ
て
メ
ス
に
分
化
し
て

い
た
。
琵
琶
湖
へ
放
流
後
の
養
殖

ウ
ナ
ギ
の
成
長
速
度
は
、
他
水
域

の
天
然
ウ
ナ
ギ
と
比
較
し
て
も
良

好
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

た
後
者
の
一
部
は
、
産
卵
親
魚
で

あ
る
銀
ウ
ナ
ギ
に
類
似
し
た
特
徴

が
確
認
さ
れ
た
。
琵
琶
湖
の
よ
う

な
湖
沼
が
養
殖
ウ
ナ
ギ
を
大
型
の

メ
ス
に
育
成
で
き
る
場
と
な
り
、

完
全
養
殖
に
つ
な
が
る
可
能
性
も

示
唆
し
て
い
る
と
い
う
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

な
か
回
遊
を
促
進
す
る
と
共
に
、

店
舗
へ
の
来
店
に
つ
な
げ
、
地
域

全
体
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図
る
」

と
し
て
い
る
。

　

全
45
㌻
。
Ａ
５
。
初
版
は
１
万

部
作
製
。
市
内
の
観
光
案
内
所
や

ホ
テ
ル
、
掲
載
店
、
同
博
覧
会
会

場
な
ど
で
無
料
配
布
し
て
い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

長
浜
商
工
会
議
所
と
北
近
江
豊

臣
博
覧
会
事
務
局
が
ま
ち
な
か
散

策
マ
ッ
プ
「
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｗ　

Ｔ
Ｒ
Ｉ

Ｐ
（
ス
ロ
ー
ト
リ
ッ
プ
）
」
を
発

刊
し
た
。
長
浜
市
街
地
の
各
商
店

街
や
長
浜
駅
周
辺
の
小
売
・
飲
食

の
計
約
１
２
０
店
を
紹
介
し
て
い

る
。

　

現
在
放
送
中
の
大
河
ド
ラ
マ

「
豊
臣
兄
弟
！
」
の
放
送
に
合
わ

せ
て
北
近
江
豊
臣
博
覧
会
が
開
か

れ
て
お
り
、
観
光
客
増
が
見
込
ま

れ
る
た
め
企
画
し
た
。
店
舗
紹
介

に
加
え
て
、
黒
壁
ス
ク
エ
ア
周
辺

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
同
博
覧
会
の

見
ど
こ
ろ
を
盛
り
込
ん
だ
。
戦
国

武
将
・
姫
の
「
飛
び
出
し
坊
や
」

の
配
置
図
も
掲
載
し
て
い
る
。

　

同
商
議
所
は
「
観
光
客
の
ま
ち

まちなか散策マップ「SLOW  T R I P」


